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はしがき

本研究の目的は� コ�ポレ�ト�ガバナンスに関してディスクロ�ジャ�という観点から接近し� こ
れまでのコ�ポレ�ト�ガバナンスの新たな側面について検討するところにある� その際のキ�コンセ
プトがコ�ポレ�ト�ガバナンス�ディスクロ�ジャ�という新たな概念である�
この研究の枠組みは主としてつぎの 3点におかれた�
1. ディスクロ�ジャ�によるコ�ポレ�ト�ガバナンス問題	
2. コ�ポレ�ト�ガバナンスに関するディスクロ�ジャ�問題	
3. コ�ポレ�ト�ガバナンス�ディスクロ�ジャ�をめぐる株式会社の組織構造の編成問題	
すでにこれら 3つの課題については� 昨年の本誌で詳細に検討されている� 本号においては� このう

ち 2に関連する問題が 2つ取りあげられている� 田中論文は� コ�ポレ�ト�ガバナンスが企業におい
て有効に機能しているのかどうかについて� デリバティブのリスク管理を主題として明らかにしてい
る� すなわち� 内外のヘッジ会計規制とディスクロ�ジャ�の問題が次第に定量的情報だけでなく定性
的情報� 時価情報から将来情報に向かっており� リスク管理そのものの重要性の増大とともにディスク
ロ�ジャ�の質的な転換が国際的に起こっている動向が詳細に明らかにされている�
一方� 佐藤論文では� コ�ポレ�ト�ガバナンスにとってもっとも重要な問題である経営者の稼得し
たパフォ�マンス� すなわち業績とはなにかという課題をイギリスの最近の財務業績報告をめぐる会計
基準の動向をもとに� 検討されている� 経営者のパフォ�マンスは必ずしも会計上の業績によってすべ
て評価され� それにもとづいて経営者報酬が決められるわけではないとしても� 会計上の業績はそれを
判断する際の重要な情報のひとつであることに違いはないであろう�
パフォ�マンスの認識�測定�ディスクロ�ジャ�に大きな変化が生じている� そこでは従来の営業
活動や財務活動だけでなく 
資産または負債項目の評価差額�もまた財務業績のなかに合算されている�
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以上のべた 2つの研究成果をもって� 本研究で提示されたすべての課題が明らかにされたといえるで
あろう�
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